
２００３年度活動（２００３年４月１日～２００４年３月 31 日） 
 

● コレクティブオフィス事業（通年／2000 年 9 月より実施)  

非営利の市民活動を始める、あるいは既に活動を始めているがまだ起動に乗らない個人やグループに、拠点とな

る場所と必要な設備を提供するインキュベート事業。２００２年度は、スタヂオ・カタリスト、兵庫県マンション

管理士会、低公害車普及協会、特定非営利活動法人ひょうごセルフヘルプ支援センターが入居。 

 

● 地域活性化のためのパソコン教室（通年／2000 年 10 月より実施） 

コレクティブオフィス入居者と旧葺合地区の住民や商店に働く人々を対象に、パソコンやＩＴを通じてコミュニ

ティづくりを進める。２００３年度は、延べ４３２名が受講。 

 

● 修学旅行受け入れ業務（通年／2001 年 5 月より実施） 

修学旅行を受け入れ、生徒や学生が震災復興の状況を直に見聞することと、地元の方々が修学旅行を受け入れる

ことによって元気になる。 

・ 2003 年 5 月 15 日 名古屋市立津賀田中学校生徒１１８名を受け入れ 
・ 2003 年 5 月 21 日 名古屋市立日比野中学校生徒２２９名を受け入れ 
・ 2003 年 5 月 28 日 名古屋市立東港中学校生徒２３７名を受け入れ 
・ 2003 年 6 月 10 日 世田谷区立山崎中学校生徒９０名を受け入れ 
・ 2003 年 6 月 11 日 名古屋市立猪子石中学校生徒１４１名を受け入れ 
・ 2003 年 11 月 4 日 湘南学園高等学校体験学習生徒４４名を受け入れ 
 

● 研究者等研修受け入れ事業（通年／2002 年 10 月より実施） 

修学旅行の受け入れ以外に、研究者や自治体職員の研修を受け入れる。 

・ 2003 年 6 月 10 日 人と防災未来センター研修（２３名を受け入れ） 
・ 2003 年 11 月 6 日 ひょうごツーリズム協会研修（１３名を受け入れ） 
・ 2003 年 11 月 19 日 人と防災未来センター研修（２４名を受け入れ） 
 

● 復興住宅・コミュニティ支援研究会事務局業務（終了／2001 年 4 月～2003 年 9 月） 

復興支援会議パートⅡのメンバーが、コミュニティ支援の研究を行うために立ち上げた研究会の事務局業務。復

興支援会議パートⅢより、パートーナーフォーラムとして位置づけられている。 

第 19 回会合（2003 年 4 月 21 日） ９名参加。『「居住地ネットワークステーション（仮称）」設立』の討議、『公

共住宅の福祉的活用の事例紹介』（須崎繁男氏）の報告と討議。 
第 20 回会合（2003 年 5 月 19 日） １０名参加。『居住地ネットワークステーション（仮称）』設立趣意書案の検

討。 
第 21 回会合（2003 年 7 月 1 日） １６名参加。『コミュニティ支援ステーション』の設立総会を開催しました。 
第 22 回会合（2003 年 7 月 30 日） ８名参加。『「コミュニティ茶店・ウエストコート９番街」の状況報告』（石

東直子氏と参加スタッフ）、『ＣＳＳの具体的展開について』の検討。 
第 23 回会合（2003 年 9 月 1 日） ９名参加。「コミュニティ茶店・ウエストコート９番街」の状況報告』（石東

直子氏と参加スタッフ）、『災害復興公営住宅団地コミュニティ調査』の結果についての報告（室崎益輝

氏）と検討。 
 

● 神戸市とＮＰＯ等の協働の基本フレーム構築にかかる調査業務（2003 年 4 月～2004 年 3 月） 

神戸市の委託事業。ＮＰＯと神戸市の協働研究会の事務局業務。 

・ 2003 年 6 月 11 日 第７回公開フォーラム（６３名参加） 

・ 2003 年 12 月 4 日 第６回公開フォーラム（３０名参加） 

受託期間中に、８回の世話人会と２回のＮＰＯ部会を開催。 
 

 

 



● ＮＰＯ育成支援アドバイザー派遣事業（2003 年 4 月～2004 年 3 月) 

市民活動団体が社会からのニーズに対応し、より力をつけるために、経理・ＩＴ（パソコン）などの実務経験者

を、指導希望の団体にアドバイザーとして派遣（市委託事業／緊急雇用創出事業）。 

・ 2003 年度：新規雇用者（アドバイザー７名、コーディネーター１名)、派遣先団体２５団体。 
 

● 生活復興のためのＮＰＯ活動支援事業（2003 年 6 月～2004 年 3 月） 

阪神・淡路大震災の被災者の生活復興に資する事業企画案から、優秀と認められた企画を、提案したＮＰＯに委

託して実施することにより、被災者の生活復興を支援するとともに、ＮＰＯの活動促進等に資することを目的とす

る事業。神戸まちづくり研究所がいくつかの団体と一緒に応募し実施した。(県委託事業／緊急雇用創出事業) 
「まち・ひと つながり形成プロジェクト」として４団体で実施。「兵庫まちづくりプラットフォーム事業」（神

戸まちづくり研究所）、「セルフヘルプグループの運営支援ワークショップ事業」（ひょうごセルフヘルプ支援センタ

ー）、「市民活動団体の情報力発信力を高めるセミナー開催と手引書作成事業」（ひょうご市民活動協議会）、「まちと

繋がる『キネマぎゃらりー』運営事業」（新開地まちづくりＮＰＯ）の４事業を実施した。新規雇用者４名。 

 

● 兵庫まちづくりプラットフォーム展開事業（2003 年 8 月～2004 年 3 月） 

ひょうごボランタリープラザの行政・NPO 協働事業助成を受けて実施。兵庫県下のまちづくり関係者のネットワ

ークを構築するために、第２年次準備事業としてワークショップ開催と東京への視察を行った。 
・ 2003 年 11 月 8 日  ワークショップｉｎ五色（７１名参加） 
・ 2003 年 11 月 9 日  明舞まちづくりワークショップ（５５名参加） 
・ 2004 年 3 月 6 日  豊岡ワークショップ（２０名参加） 

・ 2004 年 3 月 20～21 日  東京視察 

 

● 新たな生活様式実現を柱とする多自然居住推進事業（2003 年 9 月～2004 年 3 月） 

ひょうごボランタリープラザの行政・NPO 協働事業助成を受けて実施。多自然居住を進めるために、篠山市周辺

をターゲットにして、アンケート調査とワークショップを実施。 
・ 2004 年 2 月初旬 多自然居住に関する意向調査アンケート実施 
・ 2004 年 3 月 16 日 篠山ワークショップ（２９名参加） 
 

● 明舞まちづくりワークショップ事業（2003 年 9 月～2004 年 2 月) 

兵庫県の明舞団地再生に向けての取り組みを受け、3 回のワークショップを開催した。 (委託事業) 
・ 2003 年 9 月 20 日 明舞まちづくりワークショップ（６０名参加） 
・ 2003 年 10 月 18 日 明舞まちづくりワークショップ（４４名参加） 
・ 2003 年 12 月 7 日 明舞まちづくりワークショップ（４３名参加） 

 

● 明舞まちづくりワークショップ報告事業（2003 年 12 月～2004 年 3 月) 

兵庫県の明舞団地再生に向けての取り組みを受けて開催したワークショップの、報告リーフレットを作成して全

戸配布し、3 月に報告会を開催した。(委託事業) 
・ 2004 年 1 月上旬 明舞まちづくりワークショップ報告リーフレット全戸配布 
・ 2004 年 3 月 27 日 明舞団地まちづくりワークショップ報告会（５５名参加） 

 

● 交流・相談・視察受け入れ業務 

・ 相談：ＮＰＯ設立相談等 
・ 視察：さいたま市（3/19） 

 


